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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 前橋市 

②事業名 前橋工科大学 ２号館・図書館施設整備 

③本事業の現在の 

検討ステージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 
 

④サウンディングの目的  サウンディングの結果などを参考に整備手法を検討する。収益

施設については市場性が確認できれば追加を検討する。 

⑤民間事業者に対する 

質問事項 

・ＰＦＩ事業として市場性があるか。 

・施設整備費についてどの程度削減率が見込めるか。 

・整備方式について以下の３パターンで検討をしているが、どの

手法が、一番市場性があるか。 

 ▶ＢＴ 

 ▶ＢＴＯ（図書館の運営のみ） 

 ▶ＢＴＯ（建物の維持管理・図書館の運営） 

・現在基本計画を検討中であるが、施設規模は大学施設として必

要最低限の機能となっている。立地・施設種類的に収益施設を

追加することに市場性があるか。（産学連携の強化、学生の福利

厚生の向上などの収益施設について市場性があり、市の負担を

軽減することが可能なものがあればご提案をいただきたい） 

・現在、基本計画にて平面図、立面図案を検討しているが、今後

の公募に際し留意すべき事項があるか。（設計に制約があると、

事業者からの提案がしづらくなるなどあるか） 

・事業に建物の維持管理を含む場合、維持管理の対象の範囲につ

いてどこまでを対象に含んだ方が良いか。 
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・現在図書館の窓口委託を行っているが、図書館の運営を事業に

含むことに市場性はあるか。 

 ▶開館状況： 

区分 曜日 開館時間 

授業期間中 月曜日～金曜日 9:00～22:30 

土曜日 9:00～18:00 

日曜日・祝日 休館（授業日は開館） 

休業期間中 月曜日～金曜日 9:00～17:00 

土曜日 休館 

日曜日・祝日 休館 

 ▶委託費：18,282 千円（Ｒ２実績） 

・今後の検討において留意すべき事項があるか。 

・既存建物の解体も予定しているが、整備事業に含むことにメリ

ットがあるか。 

・本施設整備の事業期間はどれくらいの期間が妥当か。 

⑥対話を希望する業種 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（          ） 

8.その他（          ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（収益施設が見込める場合には混合型も検討する。事業

方式はＢＴ又はＢＴＯを想定している。） 

③事業内容 

 

・老朽化した大学校舎の建て替え。 

・既存の教育研究機能の建物と図書館の２棟を１棟に建て替える

もの。 

④現状及び課題 ・施設整備方針のとおり 

 前橋工科大学ＨＰ 

https://www.maebashi-

it.ac.jp/incorporation/operation/operation.html 

 『【４】 施設整備』を参照 

●前橋工科大学 2 号館・図書館整備方針（令和２年１２月） 

https://www.maebashi-

it.ac.jp/incorporation/upload/No2.lib-hoshin.pdf 

https://www.maebashi-it.ac.jp/incorporation/operation/operation.html
https://www.maebashi-it.ac.jp/incorporation/operation/operation.html
https://www.maebashi-it.ac.jp/incorporation/upload/No2.lib-hoshin.pdf
https://www.maebashi-it.ac.jp/incorporation/upload/No2.lib-hoshin.pdf
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 ≪施設整備の必要性≫ 

 ① 耐震性不足 

 ② 建物・設備の老朽化 

 ③ ユニバーサルデザイン化への対応 

⑤前提条件 

 

・利用者：主たる利用者は学生を想定。図書館機能については地

域住民への開放も想定している。教育研究機能については、公

開講座等での開放を想定している。 

・施設の所有形態：市の想定（他建物同様、市で建物を所有し、

大学に無償貸与を行う） 

⑥事業スケジュール 

（予定） 

※未確定 

令和６年度～令和８年度 工事（施設整備期間は２年程度を想定） 

令和９年度 供用開始 

令和９年度以降 既存建物解体 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 群馬県前橋市上佐鳥町４６０番地１ 

（前橋駅から３．５ｋｍ徒歩３０分） 

②敷地面積 ７３，１７３．３９㎡（グラウンド含む） 

③土地利用上の制約 ・市街化調整区域 

・建蔽率：７０％ 

・容積率：２００％ 

④所有者 公立大学法人前橋工科大学 

（前橋市が設置した地方独立行政法人、法人化移行時に土地の所

有権を法人に移転） 

⑤周辺施設等 ・市民体育館に隣接 

・前橋南高校から１．２ｋｍ 

・商業施設：けやきウォークから１．８ｋｍ、パワーモール前橋

みなみから７．２ｋｍ 

・高速道路：前橋南ＩＣから６．０ｋｍ、高崎ＩＣから６．５ｋ

ｍ 

⑥対象地周辺の環境 ・大学北側は六供町土地区画整理事業地区で閑静な住宅街 

・大学南側は農業振興地域で田畑が多い 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 前橋工科大学２号館、図書館 （仮称）前橋工科大学 ９号館 

②施設の延床面積 ・２号館：１，８０３.3 ㎡ 

・図書館：２，０７６.89 ㎡ 

・3,480 ㎡ 

③建物の構成（構造、階数） ・２号館：ＲＣ、３階 

・図書館：ＲＣ、４階 

・ＲＣ、３階 
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④主な施設の内容、 

導入機能 

・２号館 

 教育・研究（講義室、教員居

室、研究室） 

・図書館 

 図書館、ラーニングコモンズ 

・別添：建物計画（案）のとお

り 

※産学連携の強化、学生の福利

厚生の向上などの収益施設に

ついて提案があれば検討を行

います。 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

・２号館：直営 

・図書館：直営、図書館業務を

委託 

・共通：清掃、警備等の施設の

維持管理に必要な業務は委託 

・直営（清掃、警備等の施設の

意思管理に必要な業務は委

託） 

・図書館機能：図書館業務を委

託 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

 

 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 

■ 添付資料 

⚫ 建物計画について 

⚫ 維持管理運営費試算(工科大) 

⚫ 位置図 


